
社会資本整備審議会 道路分科会 

第２回中部・近畿地方合同小委員会 

 

議事概要 

 

１．日 時  平成２４年８月３日（金）15:00～16:40 

２．場 所  ウインクあいち 愛知県産業労働センター １３０３会議室 
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    京都府立大学大学院生命環境科学研究科 教授 

 ○ 山下
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あつし

     関西学院大学法学部 教授 

        ※敬省略 ◎は委員長、○は副委員長 

 ４. 議 事 

     計画段階評価（試行）について 

    ・近畿自動車道紀勢線 新宮～大泊 ［三重県・和歌山県］ 

（１）中部・近畿地方合同小委員会の進め方 

（２）意見聴取結果 

（３）対応方針（案） 

   ＜委員からの主な意見＞ 

【意見聴取結果について】 

・現在の国道４２号に対する住民の不安が明らかに出ており、命の道を早く確保

して欲しいという切実な願いが明確である。 

・意見聴取結果の属性分析等やヒアリングで聞き取った意見の盛り込みなど、せ

っかくの意見を今後丁寧に読み取っていく事が重要である。 

・合同小委員会として、意見聴取方法およびその取りまとめは妥当である。 

【対応方針（案）について】 

・ＩＣ数が多いのではないか？（※問題提起） 

（関連意見等） 

・今回の路線については、交通量が通常の高規格道路に比べて多くなく、

ＩＣの間隔を狭めても交通流に大きな影響はないと考えられるので、Ｉ

Ｃの数を増やして平常時の道路利用を促進するとともに、非常時の道路



利用を確保することが必要である。 

・ＩＣは簡易な構造とし、建設コストの削減は技術的に対応可能である。 

・ＩＣが多いと立ち寄り交通も増え、観光等には良い事である。 

・現在の国道４２号は新宮市内及び熊野川両岸部で渋滞があり、地域にと

っては大きな交通課題となっており、その解決のためには熊野川両岸部

にＩＣを設ける事が必要と判断している。 

・海側ルートが望ましいが、景観に配慮した計画として欲しい。 

・合同小委員会として、対応方針（案）は妥当と判断する。 

・また、議論の中で委員から早期整備の意見が出ており、意見聴取結果からも地

域の早期整備を望む切実な意見が読み取れる事から、委員会意見に早期整備を

附帯する。 

                                 － 以 上 － 


